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ＯＥＣＤ ＬＥＥＤプログラム協働研究プロジェクト  

国際シンポジウム 

平成２５年１２月１２日 

京都府政策企画部戦略企画課大学政策担当長  

福原 早苗 

～新たなスキル訓練環境のための政策・教育・研究アプローチ～ 
 

京都府における大学政策 

産学連携の伝統 

京都は「大学のまち」、「産学公連携」の先進地 

基礎から応用まで世界最先端の研究開発を行う大学 

伝統的技術から最先端技術まで幅広い分野で応用技術を有する多数の企業 

千年の都として歴史・文化の中心にあり、全国から多様な人材が集積 

 

世界的ハイテク企業に成長した京都の優良企業のルーツは大学との共同研究 

（京セラ、オムロン、任天堂、堀場製作所、日本電産、村田製作所、ローム等）   
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「知」の集積地 

・京都府内の大学・短期大学数   ４６ 

・学生数                 約167,000人 （留学生数約6,900人） 
・人口に占める学生の割合      １５．７（15.7人に１人が学生）      全国第１位  

オール京都体制による産学公連携 

・京都産学公連携機構（平成１５年２月設立） 
 →中小企業の研究開発プロジェクト形成活動を支援 
・京都産業育成コンソーシアム（平成２３年３月設立） 
 →産業政策の司令塔として、京都産業の成長戦略推進や次代を担う産業支援体制を構築 

京都府の基本認識 
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 平成２５年１２月定例会での大学政策に関する 

 代表質問に対する知事答弁（抜粋） 

「大学は京都の宝」 

○ 多数の大学が立地し、多数の大学生が学ぶ「大学の 

 まち京都」にとって、大学の存在は京都の大きな宝で 

 あると思っています。 

 

○大学による人づくりや地域貢献、大学を核にした交流 

 を推進することは、京都の成長戦略を支える上で大変 

 重要な役割を持っていると思っております。 
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①京都府の少子化の状況 

京都を巡る環境の変化 

 合計特殊出生率の全国平均値は微増し続け、平成２４年は１．４１であるものの、京都
府では２年連続で低下し、平成２４年は１．２３と、少子化に歯止めがかからない状況 

 京都府の人口は、３０年後には約４０万人減少すると見込まれている 
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合計特殊出生率の推移 

京都府 全 国 

出典：厚生労働省「人口動態調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」 
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②京都府の将来人口と高齢化 

京都を巡る環境の変化 
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」  

年間死亡者数 

2012年は25千人。 
2020年には 

4～5千人増加 

実績値 推計値 
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京都を巡る環境の変化 

③京都府の学生数の推移 

○ 大学進学率（全国）は上昇（50%超）し、２人に１人が大学へ進学している状況。 

○ 少子化が進行する中、大学数、大学生数は増加している。 

※ 学生数は、学校基本調査（各年５月１日現在）、外国人留学生数は、独立行政法人 日本学生支援機構 調べ（各年５月１日現在） 

京都の学生数と進学率の推移 京都の大学数 
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京都を巡る環境の変化 

④京都府の雇用情勢１ 

○ 京都府内の雇用情勢は緩やかに持ち直しているが、非正規雇用の割合の高まり等、 

  構造的問題が存在しており、地域ニーズを踏まえた積極的な雇用施策が必要 
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京都を巡る環境の変化 

④京都府の雇用情勢２ 

京都ビジョン2040 【京都の未来を考える懇話会】 
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京都府知事、京都市長、京都大学総長 
京都商工会議所会頭 
京都府観光連盟会長、華道家元 
京都新聞社代表取締役 

 ３０年後の京都の「ありたい姿」を探る 
• 京都の行政、産業、大学、文化芸術、メディアの代表が３年間語り合う 

• オール京都で府民、市民が一緒にめざしたいと思う京都の未来像を描く 

 

 

 

 「世界交流首都・京都」を提案 （H25.5.31） 

• 日本文化の中枢として、知や精神の交流、人と人
との交流、文化や産業の大交流を創り出し、活気
と創造性にあふれる京都をめざす 

• このビジョンを達成するために３つの柱を提案 

① 世界の文化首都・京都 

② 大学のまち・京都 

③ 価値創造都市・京都 

交流により新たな価値と 
イノベーションを創出 
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大学のまち・京都 【京都ビジョン2040】 

京都全体をキャンパス化し、世界中から集う学生・研究者・芸術
家や地域住民など、あらゆる人々が活発に交流し、社会課題を
解決するとともに、新たな知見を生み出す大学のまち 

 魅力的な学部・大学院教育 

  リーディング大学院など多様で個性的な大学の 

   教育環境が充実し、世界で活躍する人材を輩出 

   する 

 大学ユートピア特区 
  公的施設の無料化や税制優遇など、理想的な 

  教育・研究・起業環境が整備されたまちを創る 

 留学生５万人の実現  
  多くの留学生が日本文化に触れながら暮らし 

  学べる、京都の特色を生かした施設や住環境など 

  を整備する 

大学生と異文化滞在者の数 （推計2010年） 

  

人口10万人当たりの 

大 学 生 
 （うち 
 留学生） 

異文化 
滞在 

東京都 5,543人 （519人） 32.5人 

神奈川県 2,276人 （144人） 12.5人 

愛知県 2,582人 （125人） 14.1人 

京都府 6,116人 （276人） 41.2人 

京都市 9,175人 （379人） － 

大阪府 2,578人 （170人） 13.7人 

全国平均 2,255人 （157人） 13.8人 

大学のまち・京都づくりに向けて 

１ 大学が地域社会、地域産業に貢献する仕組みづくり 
      地域再生・活性化の核となる大学群の形成を促進するとともに、

大学の有する総合的な知と力を地域貢献に結び付ける。 

２ 多様な分野における大学発のイノベーション創出 
    京都が大学を核とした「知」を生み出し、新たな価値を創造し続

ける拠点となるよう、環境整備を進める。 

３ 優秀な学生・研究者等を惹きつける環境づくり 
     大学が研究者等を内外から集めやすくする環境を整備するととも

に、大学の教育内容と教育環境の国際化を進め、グローバルな視点
をもって地域社会や地域産業の活性化を担う人材を育成する大学を
支援する。 
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「大学のまち・京都づくり推進プラン」 （中間案）  25年策定 
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（一社）京都府北部地域・大学連携機構  

           

【自 治 体】   京都府、福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町   

【大    学】  成美大学、龍谷大学、京都府立大学、京都橘大学、京都産業大学、         

         京都大学地域生存学総合実践研究ユニット、京都工芸繊維大学    

【ＮＰＯ等 】  一般財団法人地域公共人材開発機構その他北部地域で活動する４ＮＰＯ法人 

平成24年
４月設立 

○地域と大学の連携事業のコーディネート 
  ・地域が抱える公共的政策課題と大学のシーズとのマッチング    

○地域内の公共人材の体系的育成 
・地域公共人材育成のプログラムを提供、資格制度の運用 

                          （地域公共政策士）   

○地域課題の提示と解決に向けた活動への参画 
  ・設立以降、宮津バリアフリー観光、域学連携等に着手               

大学と地域の連携（京都府北部地域・大学連携機構） 

人口減少 

農林水産業衰退 

雇用の減少 

生活環境の悪化 

インフラ整備の遅れ 

北部地域の将来にわたる維持と持続的発展に向けた枠組み作り 
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大学と地域の連携（グローカル人材開発センター） 

地域社会を支え京都の活力を創出する人材を産学公連携により育成 

社会人力養成        

人財と企業の橋渡し支援 

公 

中堅企業の魅力発信 

産学協力講義の実践 

産 

学部専門科目・専門ＰＢＬ 

学 

NPO法人グローカル人材開発センター 

○経済界と大学・学生を結ぶコーディネート       
○本格的な産学連携教育プログラムの導入 等    

地域経済を支える 
人材育成 

 大学生の 
就職率向上 
離職率低下 

教育の社会化 

•設立  平成２５年２月 

•構成  大学間連携（京都産業大学・京都府立大学・佛教大学・京都文教大学・龍谷大学） 
      経済団体（京都経済同友会・京都商工会議所・京都経営者協会・京都工業会） 
      行政（京都府・京都市）、民間組織 
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京都府と連携 

京都府の 

大学生 

府内大学 

入学予定 

の高校生 

地域活動団体 

 

マッチング  

地元中小中堅企業 

 

京都版ギャップイヤーとは？ 
 

高校生や大学生が、３つの隙間（①進学決定してから大学へ入学する 

前 ②大学・院在学中の休暇期間 ③就職内定後の就職前）の期間 

を活用し、地域や社会での実践活動を通して、課題整理力等、 

次のステップで求められる基礎力を習得するとともに、学生の若い力の 

投入により地域の活性化に寄与する取組 

大学と地域の連携（京都ギャップイヤー事業） 

北部地域・大
学連携機構 

グローカル人材
開発センター 

活性化 

人材育成 

産学公が連携し高校生の段階から人材育成をスタート 
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地域人材の育成・雇用機会の創出 

地域活性化・地域支援の取組み 

産学連携・地場産業の振興 

課題解決 
地域貢献 

大学の教育 
研究機能の向上 

大
学 

地
域 

   現実的な課題解決に参画 
学生にとって生の学習素材  

課題解決で得た知見を研究に反映・学生の学修意欲向上 

【ねらい】 
地域だけで解決できない課題を 
大学と共同で解決 

成果のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 

課題解決 

ＣＯＣ拠点へ 

自治体、ＮＰＯ法人、小・中・高校等と連携 

大学と地域の連携（大学ＣＯＣ事業） 

大学ＣＯＣ事業（文部科学省補助）を活用した大学との連携深化 

大学ＣＯＣ（Center of Community)機能（平成２５年度～） 

京都での採択校 

「京都の産業・文化芸術拠点形成とＫ１６プロジェクト」 
（京都工芸繊維大学・舞鶴高等専門学校） 

「ＫＹＯＴＯ未来総合拠点整備事業」（京都大学） 

工科系大学が設置されていない京都府北部を中心とする府 
広域で、ものづくり・観光等の産業振興による地域活性化 

京都が直面する多様な地域課題の解決のため、産学公民が 
共に取り組む拠点を構築しｸﾞﾛｰｶﾙﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ人材を育成 

•第１期 

（平成１６年～） 

京都ジョブカフェ 

 

・若年者向けの新
たな就業サー ビ
ス拠点 

 

 

•第２期（平成１９年～） 

京都ジョブパーク 

・ＨＷ機能追加、ミドルシ
ニアコーナー 

・マザーズ、ライフ＆ジョ
ブカフェ（２２年～） 

・中小企業人財確保セン
ター（２３年～） 

・対象者を拡大、ワンス
トップ拠点化 

・第３期（平成２４年～） 

全国初、国と地方の完全一
体型ジョブパーク 

・全国トップランナーの総合
就業支援拠点として、 各
コーナーの機能と連携を更
に強化 

・京都ＪＰカレッジの開設（人
づくり大学） 

 

「京都キャリア教育推進協議会」において、 

インターンシップの受入等、小学校から大学まで、 

段階的・総合的なキャリア教育をオール京都体制でバックアップ！ 
15 

雇用対策との連携（京都ジョブパーク） 

京都ジョブパークとの連携強化 
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むすび 

●「世界交流首都・京都」へ 

 日本文化の中枢として、知や精神の交流、人と人と
の交流、文化や産業の大交流を創り出し、活気と創造
性にあふれる京都をめざす 

●「大学のまち・京都」 

 京都全体をキャンパス化し、世界中から集う学生・研
究者・芸術家や地域住民など、あらゆる人々が活発に
交流し、社会課題を解決するとともに、新たな知見を生
み出す大学のまち 

 

ご静聴ありがとうございました 


